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特
集
「
民
族
」
に
寄
せ
て

吉
　
本

道
　
雅

　
史
学
研
究
会
で
は
、
二
〇
〇
六
年
中
り
春
の
例
会
を
復
活
し
、
旧
史
学
科
八
専
修
（
欝
本
史
・
東
洋
史
・
西
南
ア
ジ
ア
史
・
西
洋
史
・
考
古
学
・

現
代
史
・
二
十
世
紀
学
・
地
理
）
に
推
薦
い
た
だ
い
た
講
師
の
方
々
に
研
究
発
表
を
お
願
い
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
翌
年
の
一
号
に
特
集
号
を
編

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
「
国
境
」
・
二
〇
〇
七
年
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
・
二
〇
〇
八
年
「
環
境
」
・
二
〇
〇
九
年
「
戦
争
」
と
い
っ

た
共
通
テ
ー
マ
を
設
け
、
異
な
っ
た
専
門
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お
話
し
い
た
だ
く
。
講
師
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
解
釈
の
椙
違
が
あ
り
、

テ
ー
マ
の
多
面
的
ひ
い
て
は
総
合
的
理
解
に
ま
こ
と
に
有
益
で
あ
る
。
二
〇
…
○
年
四
月
一
七
日
の
例
会
で
は
、
「
民
族
」
を
共
通
テ
ー
マ
と

し
た
。
講
師
の
方
々
に
加
え
て
、
若
干
名
の
方
々
に
寄
稿
を
お
願
い
し
、
こ
こ
に
特
集
「
民
族
」
を
上
梓
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
日
本
語
の
「
民
族
」
に
対
応
す
る
概
念
の
一
つ
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
切
9
。
け
δ
霞
が
あ
る
。
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
発
祥
す
る
「
近
代
」
に
お
い

て
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
を
随
伴
し
、
大
学
と
い
う
か
た
ち
で
制
度
化
さ
れ
た
学
問
体
系
に
お
い
て
、
人
文
学
と
り
わ
け
歴

史
学
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
を
正
当
化
す
る
装
覆
と
し
て
機
能
し
、
歴
史
教
育
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
再
生
産
を
握
っ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年

代
以
降
、
「
近
代
」
の
限
界
性
が
少
な
く
と
も
学
問
の
世
界
で
は
常
識
化
し
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
克
服
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
の
世
界
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
東
西
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
、
封
印
さ
れ
て
き
た
民
族
問

題
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
日
本
に
お
い
て
と
り
わ
け
懸
念
と
な
る
の
は
、
中
国
の
民
族
問
題
で
あ
る
。
社
会
主
義
崩
壊
後
の
統
合
理
念
と
し
て
「
中
華
民
族
」
を
標
榜

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
前
面
化
し
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
イ
グ
ル
な
ど
の
「
少
数
民
族
」
と
の
軋
礫
を
高
め
、
あ
る
い
は
昨
今
の
尖
閣
列

島
問
題
の
よ
う
に
近
隣
諸
国
と
の
摩
擦
を
生
じ
て
い
る
。
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歴
隻
辞
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
即
効
性
の
あ
る
歯
答
を
な
す
こ
と
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
か
だ
か
こ
〇
〇
年
の
「
近
代
」
を

相
対
化
し
、
過
去
を
遡
っ
て
問
題
の
本
質
を
解
明
し
、
次
の
世
代
に
よ
り
よ
い
未
来
を
築
く
手
が
か
り
を
提
示
し
う
る
の
は
独
り
歴
史
学
の
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抱
負
の
も
と
、
特
集
「
民
族
扁
を
編
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
上
述
の
如
く
、
例
会
・
特
集
号
に
お
い
て
は
、
多
様
な
解
釈
を
も
た
ら
す
よ
う
な
テ
ー
マ
を
意
図
的
に
選
択
し
て
い
る
が
、
今
回
の
特
集
号

「
民
族
」
に
寄
せ
ら
れ
た
一
〇
本
の
論
稿
で
は
、
そ
れ
が
こ
と
に
甚
だ
し
い
。

　
石
村
論
説
は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
拡
散
・
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
薪
石
器
文
化
成
立
の
担
い
手
と
さ
れ
て
き
た
「
ラ
ピ
タ
人
」
の

実
態
を
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
論
ず
る
。
「
民
族
」
の
科
学
的
定
義
に
関
わ
る
近
代
以
降
の
研
究
史
が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
、
雷
語
学
や
形
質

人
類
学
を
も
援
用
す
る
最
薪
の
研
究
方
法
が
披
露
さ
れ
る
。
特
集
号
「
民
族
」
の
巻
頭
論
文
に
ふ
さ
わ
し
い
論
説
で
あ
る
。

　
青
銅
器
時
代
に
入
る
と
世
界
の
各
地
で
「
文
明
」
が
発
生
し
、
「
国
家
」
が
形
成
さ
れ
る
。
エ
ト
ノ
ス
醇
ぴ
。
蓉
ω
と
し
て
の
「
民
族
し
は
、

先
発
的
に
形
成
さ
れ
た
「
文
明
漏
の
立
場
に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
」
と
は
異
質
な
「
他
者
漏
の
諸
集
団
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
申
国
に
お
い

て
は
、
前
～
二
世
紀
ま
で
に
、
今
睡
の
中
国
本
土
が
「
中
華
」
と
し
て
＝
疋
の
均
質
化
を
遂
げ
、
周
辺
「
他
者
」
諸
集
団
を
「
四
夷
」
と
み
な
す

よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
以
後
の
歴
史
は
、
「
中
華
」
に
署
す
る
「
四
夷
一
の
岡
化
と
し
て
単
線
的
に
推
移
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
山
崎
論
説
は
、

一
四
～
一
六
世
紀
の
広
西
を
舞
台
と
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
「
異
化
と
圃
化
」
を
論
ず
る
。
今
日
の
中
国
に
お
け
る
「
少
数
民
族
」

政
策
を
歴
吏
的
に
理
解
す
る
手
が
か
り
と
も
な
り
え
よ
う
。

　
「
四
夷
」
の
あ
る
も
の
は
、
中
国
を
モ
デ
ル
に
「
国
家
」
を
形
成
し
、
同
様
に
周
辺
「
他
者
篇
と
の
関
係
を
構
築
す
る
。
竹
森
書
評
は
、
隼

人
に
焦
点
を
当
て
、
四
～
＝
一
世
紀
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
南
九
州
の
関
係
を
逓
時
的
に
記
述
し
た
永
山
修
一
の
著
書
を
扱
う
。

　
「
文
明
」
と
そ
れ
に
対
論
す
る
周
辺
「
他
者
偏
諸
集
団
と
い
っ
た
構
図
は
、
も
と
よ
り
「
文
明
」
の
側
の
一
方
的
な
饒
舌
に
支
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
「
他
者
偏
が
そ
れ
自
身
の
歴
史
記
述
を
提
示
し
た
場
合
、
そ
の
非
対
称
な
言
説
構
造
は
た
だ
ち
に
相
対
化
さ
れ
る
。
岩
尾
研
究

動
向
は
、
チ
ベ
ッ
ト
最
古
の
歴
史
文
献
で
あ
る
『
バ
シ
ェ
隔
を
扱
う
。
不
幸
に
も
自
ら
の
歴
史
記
述
を
遺
し
え
な
か
っ
た
周
辺
「
他
者
」
諸
集
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団
は
、
「
文
明
」
の
側
の
言
説
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
高
句
麗
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
関
わ
る
中
国
・
北
朝
鮮
の
角
逐
、
高
句
麗
・

渤
海
の
歴
史
を
露
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
取
り
込
も
う
と
す
る
中
国
・
韓
国
の
論
争
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ

た
今
日
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
の
領
域
を
超
時
代
的
に
前
提
し
、
そ
の
領
域
の
辺
境
に
住
む
諸
集
団
の
歴
史
を
「
国
内
少
数
民
族
偏
の
そ

れ
と
み
な
す
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
他
な
ら
な
い
。
琉
球
・
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
「
日
本
史
扁
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
当
然
の
導
く

取
り
込
ん
で
疑
わ
な
い
隠
逸
の
検
定
教
科
書
、
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
日
本
人
の
歴
史
認
識
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
前
近
代
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
…
プ
に
関
す
る
欝
説
が
、
近
代
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
構
築
に
際
し
様
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
、
中
国
を
中
心
と
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
高
田
書
評
は
、
社
会
史
・
人
類
学
的
方
法
論
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
バ
イ
ア
ス
を
拒
み
、
＝
～
一
四
世
紀
の
東
地
中
海
に
お
け
る
「
民
族
」
の
実
態
に
迫
っ
た
9
＞
甲
国
冨
汁
Φ
ぢ
の
著
書
を
扱
う
。

　
「
文
明
」
が
「
他
者
」
と
し
て
の
諸
民
族
に
対
縛
す
る
こ
と
は
、
前
近
代
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
帝
国
主
義
列
強
の
従
属
民
族
に
対
す
る

植
民
地
支
配
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
堀
内
論
説
は
、
大
英
帝
国
を
構
成
し
た
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
の
｝
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
門
カ
ラ
ー

ド
」
の
推
移
を
論
ず
る
。
カ
ラ
ー
ド
の
「
文
明
姓
」
に
白
人
と
の
共
通
項
、
ア
フ
リ
カ
人
に
対
す
る
優
越
を
主
張
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
リ
ベ
ラ
ル

派
歴
史
家
の
書
説
が
分
析
さ
れ
る
。
山
ロ
書
評
は
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
お
け
る
大
英
帝
国
の
解
体
と
脱
植
民
地
化
に
関
す
る
北
川
勝
彦

の
編
著
を
扱
う
。

　
今
日
の
大
方
の
臼
本
人
は
す
で
に
忘
却
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
～
九
四
五
年
ま
で
の
臓
本
も
ま
た
紛
う
こ
と
な
き
帝
国
主
義
列
強
で
あ
っ

た
。
黒
岩
論
説
は
、
「
語
学
道
楽
」
に
生
涯
を
費
や
し
た
宮
武
正
道
の
評
伝
だ
が
、
宮
武
が
パ
ラ
オ
語
・
マ
レ
ー
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
を
「
道
楽
偏

の
対
象
と
し
え
た
こ
と
は
、
複
数
の
従
属
民
族
を
擁
し
た
か
つ
て
の
日
本
の
す
が
た
を
端
的
に
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
訳
語
の
一
つ
に
「
国
民
」
が
あ
る
。
酒
井
論
説
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
「
国
民
外
交
」
の
破
綻
、
す
な
わ
ち
、
諸

「
国
民
」
の
平
等
を
前
提
と
し
た
国
際
協
調
主
義
が
、
日
本
「
国
民
」
の
利
益
を
も
っ
ぱ
ら
追
求
す
る
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
変
質
し
た
過

程
を
論
ず
る
。
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「
民
族
」
が
自
明
の
存
在
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
語
ら
れ
、
あ
る
い
は
形
成
さ
れ
て
き
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
形
成
は
今
蔭
で
も
な
お
進
行
中
で
あ
る
。
輝
野
論
説
は
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
に
お
け
る
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
「
先
住
民
」
ヨ
α
斜
①
鎚
と

「
地
元
民
」
舞
鉱
く
。
の
実
態
を
文
化
人
類
学
の
立
場
か
ら
論
ず
る
。

　
今
圓
の
特
集
号
は
、
「
民
族
」
に
関
連
す
る
歴
史
学
な
い
し
そ
れ
に
近
い
分
野
の
研
究
の
最
新
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
時
代
・
地
域
・
方
法
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
「
民
族
」
を
対
象
と
し
て
実
践
し
う
る
歴
史
研
究
の
ご
く
一
部
し
か
紹
介
し
え
な
か
っ

た
こ
と
も
「
面
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
「
乃
公
出
で
ず
ん
ば
」
の
感
を
抱
か
れ
た
読
者
諸
賢
に
お
か
れ
て
は
今
後
の
寄
稿
を
御
検
討
い
た
だ
き
た

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
～
一
月
七
日
）
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